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用途 項目 做8ﾆ冽?R?e水用水 ?Y?]h?w?R?U水用水 侘)¥｢?霎b靫ﾈ暫?ｨｬ(,ﾈ艙w?R???ﾖ所用水 
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残留塩素 (mg/1)■ ? 兢ｸ鰄+8.ｨ,B?(.??b?.4以下 ? 
BOD (mg/1) ???｢?以下 ???｢?0以下 ? 
pH 迭繧ﾓゅb?.8-8.6 迭繧ﾓゅb?.8-8.6 澱絣ﾓゅb?.8-8.6 
COD (mg/1) ? ? ???｢?
色度(度) 鼎??｢?0以下 丶??ｩW8欒?X,?(+?b?O観が不快 でないこと ? 
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外観 ? ? 儻8盜,X,?(+?b?s快でないこと 
臭気 儻8盜,X,?"?s快でない 儻8盜,X,?"?s快でない 儻8盜,X,?(+?b?s快でないこと 
こと b?ｱと ??b




























































































































































































qn- 235･67 + 281･43 × (82-0.5)































1　31　61　91  121 151 181　211　241　271　301　331　361
元日を1とする通し番号
一図2.1実測データの流量変動
1　31　61　91  121 151 181　211　241　271　301 331　361
元日を1とする通し番号
図2.2　再現データの流量変動
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･パターン3 (図2.6) :レベル4以下の発生日数が多い｡ (渇水が多いパターン｡レベル
4以下が40日を超え,渇水年に相当すると考えられる｡)



































































































































































































R-0.002425 × a X b+1.6927　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8)
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① (日水製薬, 05900)溶液500mL (粉末状のMEM①4.7 gを蒸留水500mLに溶解
させ,オートクレーブで121℃, 15分間高圧滅菌したもの)に牛胎児血清(MITSUBISHI
ml EI) 5mL､ 7.5%重炭酸ナトリウム溶液(GIBCOBRL) 7.5mL　200mML-グル




























撹拝時間(min) ??0 田?120 兌ﾘｼ?
吸着量(PFU′mL) ???08 ???00 ?S"?
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